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33 企業誘致、起業支援 

（１）関連グラフなど 

 

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、 

重要度をタテ軸にした場合の 

位置づけです。 
 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37項目の中から、 

特に重要と思う項目を 

５つ選んでもらった位置づけです。 
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1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災

5.消防・救急

6.交通安全

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路や歩道

10.除排雪

11.公園、緑地

12.住宅、宅地

13.水道、水質

14.下水道

15.公共交通

16.子育て支援（保育園）

17.健康づくりや病気予防

18.医療環境

19.国保病院

20.高齢者福祉

21.障がい者(児)福祉

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園､小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業

29.林業

30.商工業

31.観光

32.特産品の開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動､行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

【問３】特に重要と思うもの（５つまで選択/町民813人）
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（２）現計画の検証 

 

施策 主な取り組み 進捗状況 問題・課題 今後の見通し、方向性 

企業誘致
の推進 

企業誘致推進育
成推進協議会※
の充実 

企業誘致・育成推進協議
会の改変、若しくは発展
的解散による新組織によ
る企業誘致等の調査検討 

協議会の活動がほと
んどなかった。 

協議会の見直しによ
り、企業誘致の強化。 

工業用地の環境
整備の推進 

進出企業が無いなか、特
に整備等行っていない。 

企業誘致が難しいな
か、予算化して整備
することは難しい。 

同左。誘致企業があ
れば相談・対応して
いく。 

町の資源や特性
を活かせる企業
の誘致 

パンフレット等情報を発
信。 

情報発信をするにし
ても、他市町村との
差別化を図り美幌町
の優位性をどう発信
することができる
か。 

引き続き情報発信を
していき企業誘致に
結び付ける。 

※企業誘致推進育成推進協議会：企業誘致の推進と既存企業の育成振興を目的に、商工会議所役員・議員、町議会議員、
知識経験者の委員で構成し調査研究と誘致育成活動を行っている。 

 

 

（３）意見、提案 

 

：小学生 ：中高生 ：育児ママ ：自衛隊 ：高齢者 ●：町民 ○：職員 

 

 （町外から企業等を呼ぶために…）町外からの人を集める場所（昼と夜）を作る。美幌町

の魅力リーフレット、魅力フォトギャラリーを作る。町外の人が町内で事業する場合、テ

ナント料を無料にする。町民がオーナーになる店（オーナー多数制度）を作る。グランド

ホテルに月ごとにテナント（町外・道外から）を入れる。使わなくなった中学校などを施

設やテナントとして使う。（土、日限定とか）（男性・30代） 

 若い人の企業（起業）を応援。（女性・30代） 

 若者の働ける企業誘致等。（60代） 

 ５人でも 10人でも働ける企業の誘致を図り、美幌町の人口増加に努力して下さい。（男性・

70代以上） 

 活力あるまちづくりに欠かせないのは、企業の誘致が一番と思います。（小清水町の閉校校

舎の利用と企業の誘致）（女性・60代） 

 一般企業がもっと増えてほしいですが、公害の危険があるような誘致には反対です。（女

性・40代） 

 企業誘致、起業しやすい環境を町で作らなければ金がまわらない。空き地、空きスペース

を積極的に活性化させなければ、若者は第一次産業の跡継ぎ以外いなくなる。（男性・30

代） 

 町への収入を増やすため、企業を持ってくる。（男性・30代） 

 道外の企業の積極的誘致等で、地場産業を活発にする。（女性・50代） 

 年間雇用の企業誘致を特に願う。（男性・70代以上） 

 若者が残ることができる企業誘致。オホーツクブランド、発電施設等。（男性・50代） 

 北海道銀行があったら良いなぁ。（女性・30代） 

○ 若年層の雇用拡大を目的とし、特別工業地区工業地域に事業所等を新設(又は移設)する場合
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に、奨励金を支給するなど、優遇・奨励制度の確立。特別工業地区工業地域での、下水道

などライフラインの充実(先行整備)が課題。 

○ 物流拠点施設の設置。交通の要衝としての地理的条件を活かす。 

○ 地理的要因(道東の中でも中心)や交通網（4本国道と飛行場や網走の港湾にも近い）の状況

から、農業を例にしても、農家の生産や加工工場・肥料や農機など販売にしても物流の拠

点条件にある。美幌を中心に 1 時間以内で、道東の主要地域を網羅できる近い場所。これ

を生かして大型倉庫、物流拠点を設け、他業種や中小起業の個々の物流を、一括の物とし

て扱うことの仕組みを作り経費を抑える。土地を安く提供できることが課題。雇用も改善

期待できる。電力供給面で美幌でも太陽光発電が増えてお倉庫の屋根に設置できれば、土

地の有効活用にも。 

○ 有名な企業が町に１つ来るのは、結構目を引く気がする。雇用も生まれる。ただし、共存
する姿勢の企業に限る。町を食うタイプの企業は美幌に馴染まない気がする。温泉宿を支

えてもらうとか、小清水のほがじゃの工場のように、地元産品を有効活用してもらう企業

とか。 

○ 民間の新たな事業活動を補佐するために、新規事業を興す際のノウハウ、活用できる制度・
資源等を照会できるシステムを確立してはどうか。→行政主導ではない民間活力の有効活

用 

○ 市民団体によるクラウドファンディングの活用に対する応援。不特定多数に人からインタ
ーネット経由で資金を集める行為。プロジェクトを実現したい市民や団体は、クラウドフ

ァンディング事業者のサイト上にプロジェクトの内容や目標金額、募集期間等を投稿し、

ツイッターなどのソーシャルメディアを通じて全国の支援者に支持を呼びかけます。プロ

ジェクトの内容に賛同した全国の支援者は、インターネットを通じて、クラウドファンデ

ィング事業者に支援金を振り込みます。支援金が目標金額に達した場合は、クラウドファ

ンディング事業者からプロジェクトを実現したい市民団体に支援金が支払われ、プロジェ

クトが実行されます。このとき、支援者には振り込んだ支援金の額に応じた一定のものや

体験、サービスがリターンされます。募集期間内に支援金が目標金額に至らなかった場合

は、プロジェクトは不成立となり、プロジェクト実行者には支援金が支払われない制度で

す。 

○ 町内には大手チェーン店のファミレス、ファーストフード店がなく、外食をしたくても行
く店が限られています。飲食店関係者及び飲食店開業予定者を対象としたメニュー開発や

運営のセミナーを実施してはどうでしょうか？美幌独自の多種多様な飲食店が沢山出来れ

ば、食を楽しめる町になり、町外からの集客も見込める。 

○ 専門学校等の誘致 

  


